
 

 

 

 

 

 

 

避難訓練 ～南海トラフ地震を念頭に置いて～ 

去る８月８日（木）、南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）

が出されました。この発令は、この制度の運用後初めてのことで

あったので、日本中に緊張が走りました。その後、一週間程度、

このきまりに沿う形で生活や行動をしましたが、幸い、今回は心

配された巨大地震が起きることはありませんでした。 

例年、本校では、９月１日の「防災の日」に合わせて、地震を

想定した避難訓練を行っています。今回は、８月に南海トラフ地

震臨時情報が出されたことを受け、特にそれを念頭に置いて訓練

に臨みました。まず、訓練用の緊急地震速報が流れると、子供た

ちは一斉に机の下に潜り、自分の身の安全を確保しました。そし

て、揺れが収まったというアナウンスが流された後に、帽子をか

ぶって素早く運動場南側へ避難しました。避難の際に私語をする

子供はほとんどなく、真剣に行動することができていました。 

その後、私は男川っ子に、過去の南海トラフ地震について話を

しました。前回の昭和東南海地震の発生から今年で８０年が経過

することから、確実に次の巨大地震の発生が近づいてきているこ

とを伝えました。その Xデーがいつ訪れるかはわかりませんが、

その際に子供が自分で自分の身を守れるように、地震に対する心

構えと行動の仕方を身に付けられるように指導を続けたいです。 
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運動することの楽しさを味わった子供たち ～体育の研究授業より～ 

 昨日、保健体育科指導員の稲吉晃一先生（岡崎小）をお招きし、体育の研究授業を行いました。８組

は、いろいろなボールを使ったゲームを楽しみました。４年３組は、「スポーツ鬼ごっこ」でチームの作

戦を立てて勝利を目指しました。２年２組は、「マット運動」で各自が転がり方を考えました。３学級と

も、全ての子供たちに笑顔が見られ、運動することの楽しさを存分に味わうことができていました。 
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